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水稲個体群光合成および呼吸測定値からの

　　太陽エネルギー転換効率算出の試み

その2。 登熟期の乾物生産量からの転換効率の算出

今木　　正＊・武田 昌司＊＊

The　Eff1c1ency　for　So1ar　Energy　Convers1on　m　R1ce　Popu1at1on

　　est1mated　from　Crop　Photosynthes1s　and　Resp1rat1on

　　　　　　　　　　　under　F1e1d　Cond1t1ons

　IL　Est1mat1on　of　the　So1ar　Energy　Convers1on　from　Dry

　　　　Matter　Product1on　d．urmg　the　R1penmg　Stage

　　　　　　　　Tadash1IMAKI　and1Masash1TAKEDA

　Usmg　four　var1et1es　cu1tured　m　a　nor血a1season　or　the1ate　p1antmg，the

eff1c1ency　for　So1ar　energy　conyers1on　of　a　r1ce　popu1at1on　was　measured　under

natura1cond1t1ons　for2to3weeks　per1od　of　the　r1pen1ng　stage

　The　absorbed　photosynthet1c　act1ye　rad1at1on　was　obtamed　from　short　wave

so1ar　rad1at1on，and　gross　chem1ca1energy　f1xed　by　the　popu1at1on　was　obtalned

from　add1ng　the　net　product1on（dry　matter　mcre㎜ent）to　the　estmated　dark

respiration．

　The　eff1c1ency　for　So1ar　energy　convers1on　thus　determmed　was　ranged　from

4．1to1O．2％based　on　gross　production（Eg）；1．2to5．7％based　on　net　production

（亙α），and　found　to　be　h1gher1n　the1ate　coo1season　than　the　hot　Ju1y　or　ear1y

August．

　　　　　　　　　緒　　　　言

　気侯資源を有効に利用した水稲の安定多収栽培を策定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）
するための一連の実験を行っている．前報において，水

稲の登熟期に個体群光合成と坪吸を測定レ，7月下旬に

比べ8月に出穂すると登熟気温が低下するため，呼吸光

合成比が小さくなることを明らかにした．そして，その

結果から登熟気温によって見かげのエネルギー転換効率

が変動する可能性のあることを予測した．本報告では，

品種，移植期を変えて栽培した水稲の登熟期に抜取り調

査を行い，太陽エネルギー転換効率の算出を試みたので

その結果を報告する．

　　　　　　　　材料および方法

1．栽培方法

1986年に，本学作物学研究室の圃場において，移植期

＊栽培檀物生産学講塵，

綿現島根県益田農業改良普及所

1

（作期）と栽植密度を変えて水稲品種チドリ（極早生，

中問型），大空（早生の早，偏穂数型），目本晴（早生，

中問～偏穂数型），みほひかり（中生，偏穂数型）を移

植栽培した　移植した苗は箱育閏で育成した4葉苗を用
　　　　　　　　　　　1）
い，施肥，栽培管理は前靭こ準じて行った．試験区一覧

を第1表に一示した．

2．調査項目

1）乾物重およぴ葉面積の測定

　出穂期から出穂後35～40目目まで15～20目問隔で抜取

り調査を行った．抜取り調査は各試験区10株を抜取り，

生育の平均的な株3株について，通風乾燥後生葉重と地

上部全重を測定した　また内1株の生葉面積を自動葉面

積計（林電工AAM－7型）を用いて測定し，葉重と葉

面積の値から他の2株の葉面積を換算した

2）目射量および気温

　本学圃場に設置したネオ目射計（英弘精機MS－42型）

で全短波放射量を積算記録した　なお，気温は本学圃場
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第1表試験区　　覧
品　種1 移植期1栽植密度 区　の略号
チ　ド　リ 5月7目 チドリI－33／チドリI－16

6月2目 33．3株1㎡ チドリ1皿一33／チドリ■一16

大　空1 5月7目 大空一33／大空一16

みほひかり1 6月2日
16．6株／㎡

みほひかり一33／みほひかり一16

目本晴1 7月10目 日本晴一33／目本晴一16

第2表 収穫期穂重，登熟期目射量および平均気温

試験区・
出穂まで 登熟期

出穂期
出穂期乾重 収穫期穂重

目数 積算気温 目射量 気温
チドリI－33チドリI－16

7月23目
79τ9642．8 644．6537．O

78 777．6 474．3 26．4

チドリn－33チドリ皿一16

7月30目
6341492．8 64a6476．9

59 707．5 478．6 26．4

大空一33大空一16

8月5目
704．3600．1 648．0607．8

91 983．1 435．3 26．1

みほひかり一33みほひかり一16

8月25目
635．7481．3 76α0483．9

85 1140．O 341．6 22．6

目本晴一33目本晴一16

9月13日
790．15640 843．3558．3

66 1018．5 345．4 2α5

　　　　　　　　　　　　　　　　（87／m2）　（87／m2）　　（目）　（℃）＊

注：＊は移植から出穂までの10℃以上の目平均気温の積算値

　　＊＊は出穂から収穫までの目平均気温

（ca1／m2・day）　（℃）＊＊

の測定値に欠測値が生じたので松江地方気象台の測定値

を利用した．

　　　　　　　　実　験　結　果

1．出穂期と収量

　出穂期は品種移植期によって第2表のように7月23目

から9月13目まで変動した．そして登熟期の日射量は

340－480ca1／cm2day，目平均気温は20－26◎cの変動

幅であった．当年は8－10月上旬にかげて気温はほぽ平

年並であったが，目照時間が長く多照であった．従って，

出穂期の変動に対し目射量の変動幅は期待したほどには

大きくならたかった．

　一方，移植後出穂まで目数も約65～90目，10℃以上の

有効積算気温で700～1150℃dayと変化した．しかし，

感光性程度，分げつ性の異なる品種を供試したので，移

植期の遅れと出穂まで目数あるいは出穂期乾重に明瞭な

関係は認められなかった．但し，同一品種を供試したチ

ドリI区とチドリ皿1区では移植期が遅れると，出穂まで

目数が短くなり，出穂期乾重の値が小さくなった．

　収量（穂重）については，33区（栽植密度333株／m2

第3表 登熟期間中の乾物増加速度と葉積

試　　験　　区 乾物増加速度 葉　　積

チドリI－33チドリI－16 11，910．8 3，883．44

チドリ皿一33チドリ］I－16 14310．4 4，724．41

大空一33大空一16 14513．4 4，804．51

みほひかり一33みほひかり一16 1乱310．9 4，364．48

日本晴一33目本晴一16 20，411．5 3，333．88

（9／m2day）　　（m2day／m2）

の試験区）では，登熟が遅くたるほど多収になる傾向が

あった．’しかし16区（1a6株／m2の試験区）は登熟期

の遅遠と収量（穂重）の関係は明瞭ではなかった．そし

て，33区の収量は同一試験区で比較すると16区より常に

大きく，出穂の遅くなるほど両区の差が大きくなった．

2．登熟期の乾物生産と葉積
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　第3表に登熟期問中の乾物増加量を登熟目数で除した

乾物生産遠度および登熟期問中の葉積を示した．葉積は，

登熟期問中葉面積がほほ直線的に減少するので，抜取り

調査の結果を出穂後目数に対し直線回帰し，その式を積

分して求めた．

　乾物生産速度は，33区では穂重同様出穂期が遅い区ほ

ど高い値を示した．しかし16区は出穂期との問に関係は

認められず，むしろ移植後目数との関係が示唆された．

同一試験区で比較すると33区の方が16区より常に値が大

きく，その差は収量（穂重）同様出穂期が遅れるほど大

きくなった．

　一方，登熟期の葉積は33，16の両区とも最初は出穂期

が遅くなるほど値が大きくなるが，出穂が8月下旬以降

に。なると値が小さくなる傾向があった　また葉積は乾物

生産速度や収量と異なり33，16の両区の差が小さく，出

穂期が遅い場合は16区の方が値が大きくなる傾向があっ

た．

3　太陽エネルギ　転換効率の算出

　登熟期問中に測定した地上部乾物重およぴ生葉面積の

値から以下に示す方法で太陽エネルギー転換効率を算出

した．即ち，抜取り問隔中（幼の乾物増加量（∠豚），

”期問前後の地上部乾物重およぴ生葉面積の算術平均

値（wおよびF）に既往の実験結果から得られた値を

引用して転換効率を算出した．転換効率は，個体群の総

生産量を対象とした転換効率（増，1式）と純生産量

を対象とした転換効率（肋，2式）を求めた．〃期間

中の乾物重および葉面積の平均値を算術平均としたの

は，対象とした時期が登熟期であり，生長が旺盛で指数

関数的に重量や葉面積が増加する栄養生長期と異なり，

一次直線的に数値が変化するとみなしたからである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）
　Eg＝（1セ・Q／1）ん4仰αeff）×100　　　　・・・…　（1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）
　Eα＝（P勿・Q／1）ん4R・αeff）×100　　　　・・・…　（2）

　ここで陸は〃期間中の総生産（光合成）量（9dry／

m2ψ）を，肋は”期問中の純生産（光合成）量（g

dry／m2・〃）を，ρは乾物の燃焼カロリー（kca1／gdry）

を，P舳Rは光合成有効放射量（kca1／m2”）をそし

てαeffは個体群葉面積の1）舳R吸収率をそれぞれ
現す．

　堆，肋を算出するにあたって上記各項は次の考え方

で計算した．

　①増は”期問中のみかけの（純）光合成量（肋）

に総呼吸量（R）を加えたものである．そして肋は〃

期問中の純生産量なので”期問中の乾物増加量（∠豚）

で置き換えることが出来る．また総呼吸量（R）は，生

長量に比例する構成（生長）呼吸量と現存量に比例する

維持呼吸量に分割して考えた　生長呼吸量は”期問中

の乾物増加量（∠π）に生長呼吸係数（G〆，8グ〃ツ／97

必切を乗じて，維持呼吸量は”期間中の平均乾物重

（w）に維持呼吸遠度（”’甜”ツ／敬〃ツ・day）と〃

　（day）を乗じて求めた．以上を式で示すと次のように

なる．

　堵＝肋十R　　　　　　　　……（3）
　肋＝・∠W　　　　　　　　　　……（4）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3，4）
　R＝（G7×∬）十（〃×W×〃）　　　……（5）

　ここで，Gグと”は本実験で実測していない．した
　　　　　　　　3）　　4）
がって，G〆は中野。堀江の示した値を参考にしてO．30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）
を適用した．また構成（生長）呼吸は中野によれぱ温度

による影響がほとんどないのでGグ値の温度補正は行わ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）
なかった．〃の値は登熟期に調査を行った近重の25℃
　　　　　　　　　　　　6）
での値O．030を利用し，中野の示したρ、。＝2で”期

問中の平均気温で温度補正した．

　②Qは，1gの乾物の燃焼カロリーで，乾物の組成

によって異なるが，イネの生育後半期の乾物について実
　　　　　8）
測した村田の示した3750kca1！gdryを適用した．

　③P舳亙は，本実験でネオ目射計で実測した全短波

放射量に光合成有効放射量の割合を乗じて推定した光

合成有効放射量割合は，季節や天侯で変化するといわれ
　　　　　9）
右が，岸田が実測した暖侯期の値α535を適用し，出穂

期が変化しても係数は一定とした．
　　　　　　　　9，10）
　④αeffは，岸田の下式を適用した．

　αeff＝1一（1一α）1’8　　　　　　　　　　　　　・・・…　（6）

　αは個体群葉面積の全短波放射吸収率を示す．このα

は耕地に投射された短波放射中耕地からの反射量を差引

いた放射量で計算される．そしてその反射率（グ）は耕地

上の個体群の葉面積により変動するので，次式であらわ

せる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9，10）
　α＝1一ト（1イ。）τ　　　　　　……（7）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9，10）
　グ＝グr（ηイ。）τ　　　　　　　・一・（8）

　〆は耕地の短波放射反射率を，グ0は裸地の短波放射

反射率を，グ∫は個体群葉面積が充分繁茂した時の短波

放射反射率を，τは個体群の短波放射透過率を示す．こ
　　　　　　　　　　　　　　10）　　　　　11）
こで，κoはO．1，グァはO．22（岸田，堀江，桜谷）を適用

した　τは個体群の葉面積（F）により変動するので，

次式であらわせる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9，10）
　τ＝exp（一后アFε）　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・…　（9）

　島は光合成有効放射に関する吸光係数で045（堀江，
　11）

桜谷）を適用し，夙にその時点での葉面積を代入すれ

ば，グおよびτを求められる．

　上の（1）～（9）式を使って計算した結果を第4，5表に
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第4表 各試験区の太陽エネルギー転換効率

試　　験　　区
出穂後目　数

Eg Eσ 丘／堵

チドリI－33／16
O－2424－39 5．70／4．81＊6．59／6．09 2．15／1．87＊1．18／1．36 62．2／52．3＊82．1／77．6

チドリ】I－33／16
O－1818－35 5．oo／4，138．25／4．66 2．17／1，843．28／1．19 56．7／55，560．3／74．5

大空一33／16
O－2121－36 6．68／6，196．70／5．87 2．85／2，741．56／1．31 57．4／55，776．6／77．7

みほひカ・り一33／16
O－2222・38 9．04／5，598．95／5．40 4．28／2，413．79／2．13 52．7／56，857．7／60．5

日本晴一33／16
0－2121－39 7．39／5．4210．16／4．93 3．35／2，515．67／2．40 54．7／53，842．3／51．3

（％）　　　　（％）　　　　（％）

＊：33区の値／16区の値

助，助：本文参照．　R／堵：期問中呼吸量／総生産量

第5表 各試験区の太陽エネルギー転換効率の要素

試　　験　　区 出穂後
日　数 増 〃 αeff Σ3R

チドリI－33／16 O－24 971．3／654．3＊ 366．8／312．2＊ o．974／o．956＊ 122570
24－39 545．9／491．2 97．8／109．8 o．930／o．906 62430

チドリ1I－33／16 O－18 715．5／584．8 310．o／260．1 O．988／O．978 101460
18■35 809．2／453．6 321．1／115．7 o．970／o．964 70840

大空一33／16 O－21 934．41862．2 397．8／382．1 o．982／o．978 99770
21i36 526．3／458．5 122．9／102．3 o．967／o．961 56940

みほひカ・り一33／16 O－22 997．5／615．5 472．2／265．6 o．981／o．979 78840
22■38 617．5／378．6 261．5／149．6 o．949／o．964 50970

目本晴一33／16 O－21 674．1／500．5 305．3／231．3 o．960／o．971 66560
21－39 877．o／442．4 489．1／215．3 o．887／o．922 68180

（91m2〃） （9／m2〃） （一）　　（ca1／m2〃）

＊：33区の値／16区の値

増，∠肌　αeff：本文参照．Σ服：期問中積算目射（全短波放射）量

示した．得られた助値は4．13－10．6％の，肋値は

1．18－5．67％の間にあった．33区では試験区問で値が変

化し，出穂期が遅くなるほど値が大きくなる傾向があっ

た．それに対して16区では，出穂期との関連は明確では

なく，試験区間で比較的安定した値が得られた．登熟前

期と後期を比較すると増値は後半期の方が，肋値は

前半期が大きな値になる場合が多かった．堵値につい
　　　　　　12）
て，鈴木，村田は登熟終期は値が低くなるが，それ以外

は比較的安定した値となり5－7％の値を得ている．広
　　　4）
田，武田は生育後半期の方が値は大きくなり，登熟盛期

　　　　　　　　　　　　　　　　　　12）
は10％前後の値を得ている．また鈴木，村田は作期を変

えて同　品種を栽培し転換効率の値を求めているが，作

期間で大きな差を認めていない．肋値については，鈴
　　　12）　　　　　　4）
木，村田や広田，武田とほぽ同じ値であった．また，生

育後半期，登熟末期になると値が低下する傾向も同じで

あった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12）
　R／増比（第4表）は，40～80％の問にあり，鈴木ら
　　　　　　　　　　4～
に比べると大きく，広田らの値に近かった．また登熟前

半より後半が高くなった．出穂期が遅れると値が低くな
　　　　　　　　　工）
ったが，これは，前報の呼吸光合成比の推移を裏付げた

ことになる．

　呼吸量を，構成（生長）呼吸と維持呼吸に分げて算出

した結果を第6表に示した．維持呼吸が構成呼吸より大

きく，維持呼吸の占める割合は60－94％で，殆どの場合

登熟後半の方が維持呼吸の占める割合が大きくなった．

維持呼吸の占める割合の生育に伴う変化は既報の結果と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4，12）
同様であったが，維持呼吸の値が大きい傾向にあった．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）
　以上のように本実験で得られた値は，33区は，広田ら
　　　　　　　　　　　　12）
の得た値に近く，16区は鈴木らの値に近かった．しかし，

作期が遅くなると，値が高くなったり登熟後半期に比較
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第6表 推定した呼吸量とその内訳

試　　験　　区
出穂後 構成呼吸量　　　維持呼吸量
目　数 （G〆×〃）　　　（〃×W×〃）

維持呼吸害凹合 〃 T

チドリI－33116 O－24 110．o／93．7＊ 494．5／397．6＊ 81．8／80．9 O．021 26．8
24－39 29．4／33．o 418．7／348．4 93．4／91．3 O．023 26．8

チドリ1皿一33／16 O－18 93．o／78．o 312．5／246．7 77．1／76．o O．022 26．9
18‘35 96．3／34．7 391．8／303．2 80．3／89．7 O．022 26．4

大空一33116 O－21 119．3／114．6 417．3／365．5 77．8／76．1 O．022 26．3
21－36 36．9／30．7 366．5／325．5 90．9／91．4 O．021 25．6

みほひカ・り一33／16 O－22 141．7／79．7 383．6／270．2 73．o／77．2 O．020 24．3
22－38 78．5／44．9 277．5／184．1 77．9／80．4 O．O14 20．7

目本晴一33／16 O－21 91．6／69．4 277．2／199．8 75．2／74．2 O．014 20．2
21－39 146．7／64．6 241．2／162．5 62．2／71．6 O．010 15．6

（9／m2〃）

＊：33区の値／16区の値

Gグ，∠π，〃，W’，”，”：本文参照

（9／m2〃）

T：期間中平均気温

（％）　　　　（9／9day）　　　（℃）

的高い値が得られている点は既往の結果と異なった．
　　　　　　　　1）
肋値については前報の予測が実証された．

考　　　　察

　本実験で求めた壊，肋の値は33区と16区で差が認

められた．即ち，助値では前者が全区平均で7．45％に

対し後者は5．31％，肋値では前者a03％に対し後者

1．98％と何れも16区の値が低かった、これは壇，肋

の算出式（1，2式）から検討すると，登熟期の葉積の

値（第3表），およびその結果としての個体群の吸収エネ

ルギー量（第4表）で両区の差が小さかったのに対し，

登熟期乾物生産遠度（第3表）や呼吸量（第6表），その

結果としての肋，堵値で両区の差が犬きかった為で

ある　葉積の区間差が小さかったのに乾物生産速度の区

問差が大きくなった理由としては，16区が33区に比ベシ

ソク容量が小さかったことが考えられる．即ち，土地面

積当りの穂数や籾数が16区で少なかったのであろう．出

穂期が遅れると33区と16区の出穂期乾物重（第2表）の

差が大きくなったが，このことは，粗植の16区で出穂ま

で目数が少ないため土地面積当り茎数は確保出来たもの

の穂を付ける茎数が少なく，穂を付げても短穂であった

ことを示していると思われる．このようにシソク容量の

小さかったことは，収量（穂重）　（第2表）にも現れて

いて16区は33区よりも値は常に低かった．

　以上のことから，亙g，肋とくに登熟期の雌は目

射量，気温などの光合成に関わる外部環境要因の他に葉

積やシソク容量が大きく関与すると言える．研究老によ

ると　助値は生育期問中比較的安定した値を示すとも

云われるカ㍉その場合でも登熟末期には値が低下すると
　　　　　　12）
報告されている．このことは，ここで考察を加えたよう

に，登熟末期になるとシツクが満たされてしまうことが

原因の一つではなかろうか．本実験では，登熟後半期に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）
なっても堵値は低下しなかった．これは，広田らと

同様登熟後半期まで呼吸が旺盛であったと評価したから

である．しかし，この時期に呼吸が旺盛であっても，シ

ソクが乾物で満たされていれは収量増加に結びつく程度

が小さい上に，全呼吸に占める維持呼吸量（第6表）も

増加するので，肋の値は低下する．本実験でもEg値

と異なり肋値は2区を除いて登熟後半期の値が低か
った．

　次に，シソク容量が各区とも充分あったと考えられる

33区で出穂期が遅くなるほど壊，肋値が高くなった

ことについて考察する．これは，葉積が出穂の遅速であ

まり変化しなかったことから，個体群のエネノレギー呼吸

量は目射量に支配されたと考えられる　その目射里が季

節が遅くなるほど少なくなったのに対し，登熟期の乾物

生産速度が出穂期が遅くなるほど大きくなったためであ

る．登熟期の乾物生産速度が大きくなったのは気温が低

下して維持呼吸の全呼吸に占める割合が小さくなったこ

と，登熟最適気温で登熟が行われたことが考えられる．

しかし，これは肋の値の変化を説明できても，亙8値

は呼吸も含んでいるので充分説明できない．

　さらに，堵，肋値と目射量と気温の関係を重回帰分

析すると第7表の通りで，16区は上記で考察したよう

に，ンソク容量が制限要因になっているためこれら環境

2要因による決定係数が低い．一方33区の決定係数は60

から90％と高い値となり，目射量や気温の関与が大きい

ことが分かる．そして登熟全期聞を対象にした場合は，

壊値では目射量，気温とも負の関係が認められ，肋

値では目射量は正，気温とは負の関係があった．気温は

呼吸に関与するので転換効率と負の関係にあるのは分か

るが，増値で目射量との関係がたとえ量的に僅かであ
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第7表助，肋 と目射量，気温の関係（重回帰式の係数）

33区 I 16区

Eg 回帰式の係数と決定係数 回帰式の係数と決定係数

a b C R2 a b C R2

全測定値（n＝1O） 15．82　－9．19x1O・3 一〇、20 0．675 5．44 一τ10×10・3 十〇．12

登熟前半（n：5）
O．323

3．90　－2．60×1O－2 十〇．58 O．991 2．76 一1．10×10・1 十〇。30

登熟後半（n＝5）
O．363

13．38　＋409×10－3 一〇．30 O．804 6．16 一8．18×10i3 十〇．11 O．281

33区 1 16区

Eα 回帰式の係数と決定係数 回帰式の係数と決定係数

a b C R2 a b C R2

全測定値（n＝10） 955　＋臥46×10－4 一〇．29 O．630 3．51 十1．38×1O■3 一〇．09 O．069
登熟前半（n＝5） 1．55　－1．40×1O．2 十〇．31 O．934 2．33 一4．05×1O・3 十〇．07 O．469
登熟後半（n＝5） ＆39　＋＆57×10・3 一〇．30 O．822 4．82 一2．28×10i3 十〇一10 O．967

■

注：Eg＝σ十ろsR＋6τ，肋：α十68R＋6τ

　　s五：目射量（ca1／m2・day）τ：平均気温（℃）

第8表

R2：決定係数

葉面積と吸光係数の回帰式（前報1）の結果）

品　　　　　　種 生育時期
回帰式の係数　　相関係数a　　　　b　　　　r

78，79目本晴
（出穂期まで　n＝1O）（出穂期以後　n＝1O） O．626　　－　O．206　　－　O．8561，046　　－　O．452　　－　O．826

78，79短銀坊主以外の全品種
（出穂期まで　n：21）（出穂期以後　n＝21） O．612　　－　O．182　　－　O．7881，171　　－　O．533　　－　O．714

注：”＝α十61〃F”吸光係数，F葉面積指数，
　　78，79目本晴：1978年と1979年の目本晴の測定値．前報参照1）．

　　78，79短銀以外：1978年と1979年の短銀坊主の測定値以外の全て．前報参照1）．

っても負になることは理解しにくい．しかし，本実験で

測定された日射量の範囲内では太陽エネルギーは充分あ

るのでどちらかというと，値が小さいことが呼吸量を込

みにした転換効率の値を引上げることになったのであろ

う．登熟期を，登熟前半と後半にわけてみた場合は，堵，

肋値とも日射量は前半では負後半では正，気温は前半

では正後半では負となった．出穂直後でシソクに乾物の

蓄積が旺盛な時期には，生長が旺盛なため気温が高いこ

とが有利に働いたのであろう．登熟後半の緯持呼吸が全

呼吸に占める割合が大となる時期には，高温が転換効率
　　　　　　　　　　1）
を低下させることは前報で呼吸光合成比から推測した通

りであった．但し，転換効率が高いといつも収量が高く

なるとは隈らない　工不ルギー生産の源となる目射量が

少なくなれぱ，収量は低下する．本実験では33区で出穂

期が遅れるほど，転換効率が高くたり，結果として収量

も高くなったが，これは結果の項でも触れたように実験
　　　　　　　　　　　　　　　　13）
当年の多照が関与していて，今木。斎藤が示したように

9月に入ってからの出穂は物質生産の年次変動が大きく

安定した収量が期待できないと考えられる．

　　　　　　　　　1）
　以上本実験で，前報で予測した気温とみかげの太陽エ

ネルギー転換効率（肋）の動きはほぼ実証できた．しか

し真の転換効率（増）も肋と同じような動きを示し

た，このことに関しては充分考察が加えられなかった．

本実験では，特にEgの値は吸光係数，維持呼吸速度

など実測していない値を使用して計算していることもあ

るいは関与しているのかもしれない．最後にその可能性
　　　　　　　　　　　　　1）
について考える　第8表は前報の吸光係数について葉面

積との関係をまとめたものである　葉面積の大小で短波

放射に対する吸光係数は変化すること，さらに出穂期以

後は同じ葉面積に対して吸光係数が出穂前より高い値を

とることが分かる．これは，出穂期以後は節問伸長で葉

層分布の幅が広がること，葉が全体に水平になりだすこ

とや穂など葉以外の器官が光を吸収するようになること

が関与していると考えられる．従って吸光係数をO．45と

いう一定値で計算したことは，登熟期後半期のエネル

ギー吸収量を過小評価している可能性がある．次に維持

呼吸速度も登熟期問中一定として計算している．呼吸遠

度の乾物重当りの値は登熟が進んでくれば，生理的機能

の衰えた器官の占める割合が増えるので，平均値として

みれば呼吸速度は低下していくものと見た方が良いであ

ろう．全呼吸に占める維持呼吸の割合（第6表）やR／増
　　　　　　　　　　4，12）
比（第4表）の値が既報の結果と比べて大きかったこと
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もこのことと関連しているかもしれない．最後に，本実

験では，種々な品種を供試したが，分げつ性の違う品種

はシソク容量（穂数，籾数）も違うと考えた方がよいで

あろう．そうすると出穂期の違いはシソク容量の違いを

みている可能性もある．したがって，次報では，同じ品

種を使い，呼吸および吸光係数を実測して転換効率を求

める試みを報告する．

　　　　　　　　　要　　　　約

　イネ数品種を供試し，出穂期を変えて栽培し，登熟期

に乾物重と葉面積を抜取り調査で測定した．抜取り調査

の結果と目射量，気温の値から太陽エネルギー転換効率

（Eg，肋）を算出した．その結果，シソク容量が充分あ

り，目射量が乾物生産の制限因子とならない時は，登熟

期が遅い方が転換効率が高くなり，多収となった．
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